
第22回
和光市公共交通研究会
実施報告

令和８年８月５日（水）和光市役所５０２会議室



1．開催概要

 日時：令和８年８月５日（水）午後３時００～

 場所：和光市役所 ５０２会議室

 参加人数：１１名

1



2．研究会内容

【前半】

 事務局からの報告事項

『第21回研究会でいただいた意見の整理』

『市民アンケート結果』

 意見交換

 事務局からの報告事項

『公共交通空白・不便地域の考え方』

【後半】

 ワークショップ

テーマ：『市内循環バスの現状課題と、

移動しにくいと感じる場所』
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3．事務局説明
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3．事務局説明
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3．事務局説明
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４．主な意見（意見交換）

 市内循環バスと東武バス等の民間路線
バスを一体的に捉える必要がある。和
光市駅・市役所・埼玉病院を結ぶ幹線
を民間路線バスが担い、市内循環バス
をその支線として再編してはどうか。

 駅での乗り継ぎについて、市内循環バ
スと東武バスの接続がわかりやすくな
るよう、情報共有・案内を工夫するだ
けでも利便性の向上につながる。

 市内循環バスで定員超過による乗り残
しに遭遇した。運転士によれば週に２
～３回程度発生しており、増車には相
応の予算が必要なことから、官民一体
で検討が必要。
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５．ワークショップの様子
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６．主な意見（グループ１）

 笹目通りから埼玉病院方面への直進が困難。
和光陸橋交差点付近で川越街道方面への右
折車両が集中するため、
直進車両が信号を最大３回程度待たされる。

 笹目通り沿いの集合住宅（約200～300世
帯）付近に、市内循環バスが埼玉病院へ短
絡できる道路があるが、
現在一方通行のため通行できない。

 白子三丁目方面の坂道（幅員約20m）は離
合できず通行に支障がある。整備・拡幅や
「暗闇坂」経由の通行可能化により、当該
地区の利便性が大きく向上する。
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６．主な意見（グループ２）

 空白地域の距離基準（300メートル）に
ついては、感じ方の個人差が大きい。若
年層は自転車利用が中心であり、距離基
準自体の影響は小さいのではないか。

 距離よりも運行本数（１時間に１本程
度）の方が、利用の判断要因になりやす
い。

 距離だけでなく、道路状況等の地形的要
因も踏まえた検討が必要。勾配による負
担増は、高齢者の歩行速度を考慮した、
換算方法の妥当性を改めて検討すべき。
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７．吉田会長のフィードバック

 坂道の負担の感じ方には個人差があるが、地理的に困難な地域を
抽出するための一定の基準（しきい値）は設けておく必要がある。
一方、各世帯が圏域の内側か外側かを厳密に判定することは難し
く、対象地域を明確にできないことは制度のPR上の課題にもな
り得る。

 他自治体には、地理的要因によらず対象者（世代等）を対象に一
律の支援を行う例もある（武蔵野市の妊婦世代向けタクシー配車
アプリ補助等）。地理を対象とするか、対象者を対象とするかは
議論の余地がある。

 人の移動を支援するという点では、地理的要因を扱う交通政策部
局と、対象者を扱う福祉部局とを分けて考える合理性は乏しい。
白子地区から寄せられた道路整備の要望は、関係部局と連携しな
がら検討を進める必要がある。
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